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本書は、  イベリア半島初期中世、 とりわけ 10 世紀のプレロマネスク建築を、 社会的
文脈と建築的造形とから論じた本格的研究書である。  イスラーム文化とキリスト教
文化、中世社会が発達するさなかでの古代への憧憬など、 イベリア半島初期中世は、
異なる文化が接触する辺境であり、社会のパラダイムが大きく変化する過渡期であ
った。そんななか、隆盛を極めるコルドバ後ウマイヤ朝に対峙する北部キリスト教
勢力下には、無数の修道院が建設された。イスラーム教徒とキリスト教徒、あるい
は同じ宗教を信奉するもの同士が争い、また共存するなか、建築はどのような特徴
を備え、その造形にはどんな意味があったのか。本書は、文献資料と現存する遺構
の造形・工法の分析から、知られざる初期中世の建築と社会を描き出すものである。
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専門はスペイン建築史

９～１０世紀に造られた初期中世スペイン建築を主題に、建築文化が接触・伝播・
受容によってどのように変質し、特殊化するかという問題を考える。
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古代から近代における石造建築構造の特色を綴った石の加工の通史である。豊富な実地調査
と理論知識の素養を基本に石材を加工する技術である石切術の歴史的変遷をもとに解明する。

石による形と建設 中世石切術から 19世紀截石術まで
入江由香 訳
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